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  《 ３月２２日以降の日本会議兵庫関連団体の主な催物 》              

  ○4月14日（土）新会員歓迎会（県東部地区） 

  ○4月       新会員歓迎会（西部地区、日時未定） 

  ○4月28日（土）北播磨支部総会・記念講演会（講師：高橋史朗先生）  

  ○神戸護國神社清掃奉仕および清掃奉仕 

  ○5月3日前後 憲法週間（各地・各支部） 

  ○6月2日（土）中・西播磨支部学習会 

  ○6月17日（日）女性の会 教育講演会（講師：葛城奈海） 

  ○7月16日（月祝）兵庫県本部総会（姫路キャッスルホテル、講師：阿比留瑠比） 

  未定部分は，決定次第最新号でお知らせいたします。 

《
「
建
国
記
念
の
日
」
を
祝
う
会
》 
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姫
路
会
場
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「
建
国
記
念
の
日
」
賑
々
し
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中
・
西
播
磨
支
部 

 

皇
紀
二
六
七
八
年
、
明
治
維
新
一
五

〇
年
「
奉
祝
の
式
典
」
は
賑
々
し
く
す

す
ん
で
い
っ
た
。 

 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
朝
九
時
か
ら
兵
庫

縣
姫
路
護
國
神
社
に
於
い
て
、
今
年
度

「
建
国
祭
」
と
称
し
開
催
を
す
る
（
今

年
も
姫
路
郷
友
会
、
霊
友
会
、
隊
友

会
、
日
本
会
議
、
護
國
神
社
の
五
組
織

で
構
成
） 

具
体
的
な
内
容
は
下
記
の
通
り 

一
、
講
演
会 

午
前
九
時
か
ら
十
時
三
十
分 

兵
庫
縣
姫
路
護
國
神
社 

参
集
殿
に

て ○
「
神
武
天
皇
の
ご
即
位
と 

 
 
 
  

三
種
の
神
器
に
つ
い
て
」 
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議
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会
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三
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英
一
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○
「
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
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に
参
加
し
て
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兵
庫
県
地
方
協
力
本
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地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
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中
村 

清
勝
氏 

○
「
建
国
記
念
の
日
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私
の
想
う
こ
と
」 

 

 
 

  
あ
い
☆
え
が
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代
表 
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立
春
も
過
ぎ
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た

が
未
だ
風
は
肌
を
刺
す
。
参
集
殿
に

は
早
い
時
刻
か
ら
の
会
場
に
百
人
余

が
集
っ
た
。
今
年
は
皇
紀
二
六
七
八

年
、
建
国
に
ち
な
ん
だ
神
武
天
皇
の

ご
即
位
時
の
話
、
帝
王
学
へ
の
先
人

の
思
い
な
ど
を
聞
く
。
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動

の
話
で
は
現
役
三
佐
に
よ
る
「
我
ら

の
美
し
い
祖
国
・
日
本
の
た
め
に
」

と
遠
い
南
ス
ー
ダ
ン
か
ら
祖
国
へ
の

思
い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
女
性
と
し
て
「
皇
居
の
清
掃
奉

仕
」
を
通
じ
て
垣
間
見
た
両
陛
下
の

お
人
柄
、
優
し
さ
「
部
屋
は
入
っ
て

こ
ら
れ
る
際
の
清
ら
か
な
気
を
感
じ

た
」
と
柔
ら
か
な
雰
囲
気
で
強
い
意

志
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。 

 

二
、
神
事
・
奉
祝
式
典 

          
 
 

午
前
十
一
時
か
ら 

建
国
祭
は
泉
宮
司
祝
詞
奏
上
、
代

表
の
御
榊
奉
納
が
終
わ
る
と
参
列
者

一
同
が
君
が
代
を
斉
唱
し
「
奉
祝
式

典
」
を
開
催
し
た
。
実
行
委
員
長
挨

拶
、
国
会
議
員
、
県
会
、
市
会
議
員

ら
が
祝
辞
。
ま
た
来
賓
の
紹
介
が
進

む
。
参
加
者
に
は
配
ら
れ
た
日
の
丸

が
振
ら
れ
、
樫
原
神
宮
遙
拝
な
ど
へ

と
進
ん
で
い
っ
た
。 

当
日
は
姫
路
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開

か
れ
マ
ラ
ソ
ン
姿
で
祈
願
に
訪
れ
る

人
も
多
か
っ
た
。
今
年
も
霊
友
会
に

よ
る
暖
か
い
う
ど
ん
の
販
売
所
も
賑

わ
っ
た
。 

宮
司
が
神
事
の
後
「
今
日
は
、
こ

こ
社
頭
で
ゆ
っ
く
り
と
建
国
の
思
い

に
慕
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶

さ
れ
た
の
が
何
時
ま
で
も
残
っ
て
い

る
。 （

中
・
西
播
磨
支
部
事
務
局 

Ｈ
・
Ｉ
） 

《
平
成
三
〇
年 

新
春
初
詣
》 

 
 
 
 
 
 
 
 

北
播
磨
支
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恒
例
の
新
春
初
詣
を
二
月
二
四

日
（
土
）
に
行
い
ま
し
た
。 

早
朝
快
晴
の
下
、
会
員
三
一
名
が
参

集
し
ま
し
た
。
行
き
の
バ
ス
で
は
、

日
本
会
議
設
立 

二
〇
周
年
記
念
大
会
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑

賞
し
て
、
憲
法
改
正

へ
の
取
組
等
に
つ
い

て
研
修
し
ま
し
た
。 

今
年
の
初
詣
先
は
、

奈
良
県
桜
井
市
に
あ

る

大

神

神

社

で

し

た
。
日
本
一
と
い
わ

れ
る 

大
鳥
居
を
く
ぐ
り
、

神
聖
静
寂
な
本
殿
に

て
正
式
参
拝
を
行
い

ま
し
た
。
大
勢
の
参

拝
客
が
お
ら
れ
ま
し

た
。 

ま
た
昼
食
後
に
は
、

世
界
遺
産 

法
隆
寺

を
見
学
。
学
術
員
の

皆
さ
ま
に
お
世
話
に

な
り
、
約
一
時
間
、

歴
史
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
帰
り
の
バ
ス

の
中
で
は
、
一
層
日
本
の
歴
史
の 

深
さ
に
つ
い
て
の
議
論
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
親
睦
を
兼
ね
た
新
春
初
詣

で
し
た
が
、
さ
ら
に
会
員
の
憲
法
改

正
へ
の
士
気
が
高
ま
っ
た
研
修
で
し

た
。 （

北
播
磨
支
部
運
営
委
員
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

河
原 

淳 
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